
蠣
鯉　鱒

蛤
柵

㎝叢

二
重
枕
論

我

か
國
民
所
得

の
地
方
別
研
究

マ
ル
ク

ス
氏
餓
剰
償
値

説

の
評
論

小

作
制

と
小
作
法

時

蛤
珊

華

府
會
議

に
於

け

る
支
那
關
税
問

題

我
邦

の
瞥
葉

枕
を
論
ず

・

勢

働
保
険

に
關
す

る

一
考
察

・

一

説

苑

地
學
観

肚
會
學

説

に
就

き
て

・

雑

録

一
濁
逸

の
同
盟
罷

業
保
険

・

妄

信
輝

唯
物
史
観
と
餓
剰
儂
値
」

匠

内
法
肇

讐

国
論
』

法
學
博
士

法

華

士

法
學
博
士

注
學
博
士

去
鼻
毛
L
.

詑
誕
一十1
一一

没
學
博
士

法
雄
博
士

沙
學
岱
士

縄
濟
學
士

渋

墨

±

注
學
博
士

、
一

K
ド
一、
旨

4

川
「
如
郷
メ

貝

汐

見

三

郎

田

島

錦

治

河

田

嗣

郎

末

廣

重

雄

瀞

戸

正

雄

山

本

美

越

乃

財

部

静

治

岡

崎

交

規

水

谷

長

三

郎

河

⊥

肇

一L.一卿 圃F一. ㎝i1.豆・一 一曽一一」一一一一ゴ.一一..一



■

「

第
十
四
巻

(第
四
號

一
五

二
)

七
四
四

'

安
倍
法
學
士
課

「
唯
物
史
観

と
蘇
剰

慣
値
」

　

水

谷

長

三

郎

」

幅

旧
博
士

の
新
著
「
肚
會

政
策

ε
階
級
岡
孚
」
中

に
於

け

る
紹
介

に
よ

っ
て
、
人

の
注
意
を
惹

く
に
至

っ
た
、

ソ
ガ

ソ
・
、幽
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
の
論
著
「
マ
ル
ク
ス
主

義

の

理
論
的
基
礎
」

(月
二
鴨
昌
HW養
=副雲
.・。百

-
目
器
ミ
。自
切oゴ
Φ

O
≡
昌
ら
煮
。口
口
8

寓
霞
巳
曽
5
蚕

δ
o
鴇
・)

の
大

部
分
が

画

法
學
±
安
倍
治

民

に
よ

っ
て
「
唯
物
.史
親

ご
餓
剰

償
値

」

な

る
標
題

の
下
に
翻
諜

さ
れ
た
。

さ
う
し
て
諜
者

が
其

の
序
文

に
於

て
、

「
我
國
は
學
問
的

に
時
代
逞

れ
だ
こ

云

っ
て
、

マ
ル
ク

ス
の
研
究

を
嘲

笑
す

る
や

う
な

傾
が

児

λ
乃
の
は
甚

だ
残

念
の
事
で
あ

み
。
寛

朋

蔦
古

代
美

術

を
模
寓

す

る
心
持

が
必
要
だ

ε
思

ふ
。
偉

大
な

る
看

は
常

に
偉

大

で
あ

る
。
余

が
本

課
セ
試

み
π
の
も

、

ピ

ラ
ミ

ッ
ド
の
礎

石
の

一
を
置
く
其
努

力

に
外

な
ら
な

い

の
で
あ

る
。
余

が

マ
ル
ク

ス
を
挽
割

し
、
叉

ツ
ー
ガ

ソ
。

バ
ラ

ノ
ゥ

ス
キ
ー
を
挽
割

す

る
事
は

、
後

日

に
痩

さ
れ

た

る
問
題
}で
め
る
。」

巴
述

べ
ら
れ

て
み
る
所

を

見

れ

ば
、
繹
者

が
其

の
翻
澤

に
謝
す

る
態

度
の
極

め
て
眞

面

目
な

る
を

窺
ひ
知

る
事
が
出

凍
る
。

.

私
も
亦

、
昨
年

來
本

書

の

一
部
を

翻
課

し

つ
＼
あ

る

者
な

の
で
、
安
倍

氏

の
課

の
出

た
の
を
幸

ε
し
て
取

り

敵
え
す
之

を

}
讃

し
て
見

π
が
、

そ
れ
は
不
幸

に
も
私

を

し
て
、
藪

に
掲

ぐ

る
や
う
な
批
評

交
を

書
く

べ
く
醗

礒

な

(
し
だ

の
で
あ

る
。
私

は
今
便

宜
上
第

一
篇

の
第

三
章
砒
會

獲
展
の
動
力

ε
し
て
の
欲
望

(安
倍
氏

に
依

る
ε
、
肚

曾
的
・獲
達

の
衝
動

力
だ
し

て
の
欲
奨

)
を

}

督

し
て
見

や
う
。
澤
書

の
七
〇
頁

に
は
次

の
如
.(

書

い

て
あ

る
。

「∩
。pΦ「ゴ
冨
ユ
げ戸5

的
に
生
活
配
慮
に
、
弊
働
生
産
牽
が
少
・へな
れ

ば
な
ろ
程
、
愈
々
大
な
ろ
人
間
の
掛
倒
時
間
た
要
求
す
る
」

私

は
再
三
再
四
此

の
鐸
衣

を
領

ん
で
見

た
が
、
終

県



/

「

そ

の
意

を
解
す

る
事
が
出
來
な

か

っ
た
。
所

が
、
原

文

云

ふ
拉

丁
語

を
そ
の
ま

、
木

に
竹

を
接

い
だ
様

に
、

は

こ
れ
程
難

し

い
も

の
で
は
な

い
。
今

試
み

に
原

文

を

「併
し
乍
b
斯
の
如
音
限
界
な

自
門ぢ
9
鐙

貯
ヨ
。切
に
明
白
F
知

示

し
て
見
や
う
。

ら
な
い
」

∩
。
曇

・
冨

『量

・
巨

・協

急

[
[
言

口
・
「舞

・『鷺

魯

。
.巳
、
6

ε

云

っ

て

居

ら

れ

る

。
之

は

<
。
お

濠

国

コ
邑

』

瓦

9

質

α
田
①
掃

〉
門σ
巴
[。・N巴
【
甑
①四

竃
Φ
コ
い}

①
⇒

ジ

》
昌
の門
「
「呂
げ

ゴ
①
プ
ー
-

冒

い
ざ

に

出

て

凍

る

言

葉

で

、

U

p
三

締

雪

の

英

鐸

に

於

同
p
①
コ
し
Φ
αq
①
ユ
コ
ゆ町
Φ
「
盛

φ

》
一,げ
m
訓
m
で
「
o
二
二
パ
ニ
く
詳
腓
[
『
斤
.〔
四

十

七

頁

)

一
寸

し
紀
凋

和
辞

典

に
は

見

付

か

ら

な

い

∩
Φ
ρ。
}

て
は
、

ρ
塁
a

二ξ
殊

〔㍉
碧
=

ε
鐸

さ
れ

て
る
る
。

懲

夢

話
ε

い
ふ
言
葉

が
其

の
ま

、
鐸
本

に
出

て
み
る

の

從

っ
て
、

「
Q。
o
匡
お

ぎ
昌
三

等
角

m舅
…
。・岩
籟

砂
8
霧

は
讃
者

に
取

っ
て
極

め
て
氣

の
毒
な
、事

で
あ

る
。
が

、

σ
。
冨
呂

ニ
ド
げ
臥
。洋
・」
(⊥ハ
三
頁

)
ご
云

ふ
原

皮
は
、「
が
、

此

の
拉

丁
語
は
拉
丁
語

こ
し

て
通

常
使
用

せ
ら

れ
る

吉

斯

く
の
如

き
限
界

は
、
呪

ふ

べ
き
黄
金

の
渇

望

の
明
白

葉

で
あ

っ
て
、
少

し
詳

し
い
外
國
僻
典

に
は
直

ぐ
見

出

に
知
ら
な

い
所

で
あ

る
」

ε
澤

さ
る

べ
き
で
あ

る
。
更

さ
れ

る
言
葉

で
あ
る
。
帥

ち
英
語

で
は

o
島
9

β}}ヨ
鵯

に
諜
者

は
九

十
七
頁

に
於

て
、
極

め
て
簡
単
な
拉
丁
語

げ
①畔
の

Φ牽

巴

ε
云

ひ
.、
凋
逸

語
で
は

卸
濠
ψ
葺

ユ
穐

「
バ

ソ
・し
競

馬
」
御
そ

の
ま

N
に
し
て
居

ら
れ

る
、

(原

σq
一〇
汀
『
09
0㎝O斤浮
文

は

【ヨ
[O
「
Oげ
「搭
O
コ
匹
σ⊇
『
汀
,
Oコ
仁
ヨ
」。
【95昌
"

⊥久
⊥
ハ
十

四
頁
、
こ
勺
山
口
OB

O
[
O
凶「OO目
窪
し自
.、〕

α
蓬

蓬
云

は
れ
て
る

る
。

択

て
、

(U卑
①
晋

℃
監

『
話

が

が
、
以
上
述

べ
え
や
う

な
事
は
、
日
本

人

窪
し
て
拉

斯

や
う

な
意
味

で
あ

る
か
ら

、
以
上
の
原
文

は
、

「
落

丁

語
を
知

る
者

の
少
な

い
今
日
或

は
見

逃
す

べ
き
畢
で

し
他

の
事
柄

が
同
じ
で
あ

る
ご
す

れ
ば
、、
生
活
配
慮

は

あ

る
か
も
知

れ
な

い
。併

し

一
方

か
ら
考

へ
て
見

る
蓬
、

勢

働
生
産
力

の
獲
展

の
低
き

に

つ
れ

て
、
益

々
多
く

入

夫
磯

な
言

ひ
分

か
も
知

れ
な

い
が
、

パ
ラ
ノ
ウ

ス
キ
;

へ

る

リ

ヘ

ヘ

マ

問

の
勢
働
時
間

を
要

求

せ
ね
ば
な
ら

諏
」

ご
羅

ず
る
方

の
如

さ
め
ま

り
難
解

で
な

い
猫
逸

書
を

め
ま

り
上
出
来

が

よ
り
正
確

に
し
て

よ
り
明
瞭

ご
な

る
で
あ
ら

う
。
.

で
な

い
安
倍

氏

の
諜

で
讀

ま
ね
ば
な
ら
な

い
談
者

が
、

叉
鐸
看

は
九
十

四
頁

に
於

て

鍵
「…
ω碧
薫

ず
已
房

ご

如
何

し

て
拉

丁
語
を
知

る
事

が
出

來
や
う

か
P

私

は

礁

錐

安
倍
法
學
土
諜
「椎
物
出
親
ご
鯨
剰
似
値
」

第

†
四
巻

(第
四
號

一
五
三
)

五
四

七



雑

繰

安
倍
法
華
士
課
「
唯
物
史
観
芒
餓
剰
偵
値
」

安
倍

氏
の
力

を
疑
な

い
。
併

し
、
安
倍
氏

の
誠
實

さ
を
一

撮

ふ
者

で
あ

る
。

*
.

*

*

逆

庚
b
し

て
六
〇
頁

に
あ

る
、
第
↓二
章

の
目
次

の
所

カ

も

ヤ

た

へ

も

ロ

し

を
眺
め
て
見
や
う
。
其
虚

に
は

「
自
己
保
存
及

び
威
　覚

へ

も

ら

う

へ

も

へ

ぬ

う

ヘ

へ

も

的

享

樂

に

劃

す

る

3
6

理

的

欲

望

」
ε

云

ふ
言

葉

が

あ

る

。

然

る

に

原

茂

四

一
頁

に

は

、

}、ξ

ω
互

o
管

9

①

窪

窪

昏

ロ
奮

c

舞

多

し。
色
σ
降
。
笹
巴
8
[已
αq

戸三
位

話

。
『

切
ぎ
巳
一∩
幕

日

Ω
o
舜
奮

・

ε

あ

る

。

甘
受
。。
戸○
δ
αq
ぎ

『

は

生

理

的

の

意

味

で

あ

っ

て

、
断

じ

て

心

理

的

ε

鐸

さ

る

べ

き

で

は

な

い
。

.

原
文

に
は

唱
・旨

。琶

・・隻

心

理
的

)
な

る
言
葉

が
所

々

し
散
在

し
て

み
る
の
で
、
課
者

は
形

に
於

て
少

し
似

て

み
る
が
、
併

し
意

味

に
於

て
全

然
殊

な

っ
て

み

る
、

二
語
を
混

同

さ
れ
飽
の
で
あ
る
。

又
そ

の
直
ぐ

後

の
同

じ
く
目
次

の
所

に

「
家
族

形
式

の
経
済
條

件

か
ら

の
濁

立
性
」

ご
云

ふ
言
葉

が
あ

る
。

が
、
厚
衣

に
は
、

豊
。

》
げ
ゴ
叫
印
ユ
q穽
①蹄

匙
o
『
団
円
B
媒
凶○コ
♂
「8
Ω
ρ
♂,o
コ
亀
o昌

タ
ギ
げ1ー

ロ

け

切∩野
瀞
げ
巴
3
σq
毒
ぴq
睾

蓬
あ

る
。

さ
う
し
て
鐸
者

の
濁

立
性

に
相

當
す

る
言
葉

は
、
如
何

に
苦
心

し

て
も

見
出

す

事
は
田

奈
な

い
。

思

ふ
に
鐸
者

は
、
諺
σ
『
ぎ
σq
碍
寄
目

'

第
十
四

梅

(
第
四
號

一
五
四
)

七
四
六

を
濁
立
性

だ
鐸

さ
れ
た

も
の
ら

し

い
。

然
ら
ば

正
に
畑御

立
性

ε
鐸
す

べ
き

d
コ
p
げ
げ
餅
口
σq
同σq
貯
9
[

は

、
謬
者

に
よ

れ
ば
、
却

て
僑
存
性

ご
で
も
鐸
す

却、
き
で
あ
ら

う

か
セ

私

は
斯

や
う

な
不
愉
快

な
、
不
注

意
な
誤
鐸
を

短

か

い

目
次

の
中

に
二

つ
も
獲
見

し
た
の

で
あ

る
。
こ
れ
で

は
、

鐸
者

の
翻

澤
に
封
ず

る
態
度

が
、

不
注

意

で
あ

る
ピ
云

は
れ
て
も

叉
不

誠
實

で
あ

る

重
量
は

れ
て

も
、
諜
者

に

は
何
等

の
官
鐸

の
吉
葉

も
與

へ
ら
れ
な

い
で
あ
ら

う
。

比
較
的
注
意
す

べ
き
目
次

に
於

て
す

ら

、
鐸
者

は

右

の
や
う

な
誤
謬

を

さ
れ

て
居

る
の
で
あ

る
。

だ

か
ら
、

其

他
比
較
的
目

立
た
な

い
場
所

に
於

て
は
、
敷
多

の
不

愉
快

な
、
不
注
意
な
誤

謬
を
犯

し
て
居
ら

れ

る
の
は
極

め
て
自

然
な
事

で
あ

る
、
大

勢
を

一
々
指

摘
す

る
の
は

繹
者

、
誼
者
並

び

に
私

に
取

っ
て
飴

り
に
無
趣
味

に
し

て
不
愉
快

な
仕

事
で
め

る
か
ら
、
此
庭

で
は

一
先

づ
差

控

へ
る
事

に
し
や

う
。

*

零

*

以
上
指
摘

し
た
誤

諜
は
、
澤
者

の
力

ε
云

ふ
よ
り
も

寧

ろ
不
誠
實

を
嚇
露
す

る
も

の
で
あ

る
が
、
以
下
私
の

指
摘

し
ゃ

う

ε
す

る
も

の
は
'、
鐸
者

の
力

に
封

ず

る
疑

、



ひ

で

あ

る
σ

試

み

に

諜

書

の

七

四

頁

を

開

い

て

見

る

ピ

次

の

や

う

な

交

旬

を

鞍

見

す

る

。

「
此

奮
然
.小
安
冠
な
構
成

に
依
っ
て
、

了
ル
グ
ス
雌

.ト

エ
ン
ゲ
ル
ス

が
彼
等
の
歴
史
哲
畢
的
醗
系

の
根
本
思
想

心
犠
牲

に
す
ろ
様
誘
惑
旺
ら

れ
た
の
に

、眞

に
不
思
議
で
あ

み
。
縦
令
斯
の
如
き
犠
牲

に
な
く
.こ
も
、

稍

々
趣
を
異
に
し
た
こ
ご
ん

、
エ
ン
ゲ

ル
(
の
以
下
の
主
張

に
形
成
す

ろ
、

「
一
定

の
歴
炎
時
期
及

び

一
定
の
土
地
の
人
間
が
生
活
す
ろ
所
の

肚
會
的
施
設
ば
、
生
産

の
両
標
式

に
依

っ
て
決

定
ぜ
ら
れ
る
、
即
ち

一

方

ト
於
て
勢
働

の
、
他
方

に
於
て
家
族

の
機
達
段
階

に
依
り
。
螢
働
が

鰻
達
す
る
專
愈

々
少
く
、
真
作
出
物
の
量

即
ち
枇
會

の
富
が
愈

心
制
限

¢
ら
れ
る
な
ら
ば

.
そ
れ
だ
げ
重
要

ト
祉

曾
秩

序
が
性
的
細
管
.ト
依

つ

イ
・支
配
ゼ
ら
る
、
標
目
川
へ
う
か
」
ぞ」D
』

一
重

の

括

弧

内

の

丈

旬

は

、

エ

ン

ゲ

ル

ス

の

「
家

族

、

私

有

財

産

及

び

團

家

の

起

源

」

か

ら

引

用

さ

れ

た

も

の

「

で

あ

っ

て

、

右

の

鐸

交

の

如

く

に

疑

問

の

形

を

取

っ

て

み

る

も

の

で

は

な

い
。

さ

う

し

て

右

の

鐸

交

に

よ

れ

ば

エ

ン

ゲ

ル

ス

の

文

句

が

主

格

ε

な

っ

て

、

「
稍

々
趣

を

異

に

し

た

こ

`

を

、

エ

ン

ゲ

ル

ス

の

以

下

の

主

張

は

形

成

す

る

」

こ

云

ふ

こ

ε

に

な

っ

て

み

る

。

こ

れ

大

な

る

誤

り

で

あ

る

。

今

原

曳

(
四

九

頁

乃

至

五

〇

頁

)
を

示

す

に

、

雑

録

安
倍
法
羅
士
課
「唯
物
史
観
ピ
鯨
剰
領
値
し

国
ψ

一跨

〆
'⇒
プ
【
ゴ
O
ゴ

m
9

こ

①
「
げ
胃

冒
告
騨
鴇

島
島
「
∩
ゴ

臼

①
$

顎
p
菖

ぎ

鎚
零

[
=
滞

u・
o
ゴ
葉
①
σ
①
ロ
母

客
o
畠

ゴ

舜

ユ
o
昌

寓

鷺

×

昌
コ
山

国
品

Φ
7

く
q
量

三

'く
二
「
〔岨Φ
コ
τ

皿̂雪

ρ

目

結

①
9

鼻

①
冨

ぎ

「
①
の

鴛

⑳
∩
三

岳

ヨ
嘗

ま

切
o

て
ゴ
再

プ
2

∪。
)爵

。
ヨ

い
費

Φ
い
N
⊆
σQ
①
げ
9

・
自

島

p
σ
①
「
讐

」
2

♂

鶏

①
ヨ

三

。
ぎ

①
一
コ

u・
9

∩
ゴ
。
二

、「
,o
韻

ω
σ
ヨ

噛
び
莞

雪

♂
呵

o
民

o

一.Φ
ぎ

=
唱
p
二
⊃
凋

く
。
コ

国
長

窪

リ
コ

】】

①

σq
田
。
房

n
ゴ
鑑
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ゴ
空

晶

o
⊃
一
β
ロ
δ

【
〔な
器

口

島

o

=

①
田

∩
言

口

Φ
三

塞

げ
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ゴ
ヨ

【留

n
醗

∩
互

9

ρ汚

℃
o
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〇

一
一己

o
ヨ
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げ
鵬
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旨

三

2

目
p
コ
計

切

一
〇
σ
雪
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ゴ
o
乱

①
口

げ
①
凸

コ
讐

費

目
∩
ゴ

じ
Φ
己

ω

ン
ユ
2

紆

「
中

o
出
鼻

二
〇
p

含

「
9

集

①

国

見
乱

。
配

電

磐

田
冒

諭

Φ
冒

①
轟
o
肝

腎

「

》
同
げ
Φ
置

p
昌
昌
①
第

o
州
㎝

自
自

国
p
旨

一一
剛Φ
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舅
2

貫

o
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已
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≧
.
門
①
渥
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∩
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①
三

'三

鋳

包
二

四ρ

」
Φ
9

の
9

鼻

コ
匹

①
門

匹
δ

ン
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口
σq
①

、

署
「
o
日

嗣
蕎
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四
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田
P

p
一切
o

窪

∩
ゴ

ロ
①
「
男
〇
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葺

三

舟

「
O
曾

色
丁

田
多

気

[」
(δ

黙
o

(
き

Φ
コ
く
一£

o
コ
[げ
門
Φ
隣
6
9

一
コ
[
臼

o
O
貌

包
房
n
ゴ
p
「
.曽

o
=
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戸
5
醤

げ
Φ
.
o
穽
お

プ
ρ
警

旨
夢

O
陪

o
ゴ
一臼

プ
田
げ
,
口

,Φ

型
..

ざ

書

か

れ

て

み

る

川

原

或

の

終

り

に

あ

る

P

は

、

タ

「
霧

塑
σ
巽

臣

餌
Φ
誘

噂

〆<
2
冒

三

位
一詩

〇
三

6

一∩
ぴ
醗

}
)
「
Φ
7
q
o
げ
o
昌

σ

σ
ま

簿

沖
)蒔
霞

幕

訂
Φ
言

口
℃
仲呂

凹

く
o
P

国
轟

o
『

の

後

に

凍

る

べ

き

で

あ

る

。

だ

か
ら

.

安

倍

氏

の

課

交

は

、

次

の

や

う

に

根

本

的

に

書

き

改

め

ね

ば

な

ら

な

い

リ

コ
此
の
丸
る
で
空
中
楼
閣

り
や
う
な
構

臓
に
よ
つ
て
、

マ
ル
〃

ス
及

-
ぴ
エ
ン
グ
ル
ス
が
彼
等
の
歴
史
哲
學
鎧
系
の
根

本
思
想
か
放
棄
す
ろ
や

う
に
迷
ば
さ
れ
た
の
ぱ
、
實

に
笑
ふ
.へ
き
で
あ

る
。
が
.、
斯

?

り
な
放

棄
が
な

い
な
ら
ば

、
如
何
し
て

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
次
の
や
う
な
主
張

が
出

て
來

う
か
、

「
一
定

の
時
代
及
び

「
定
の
國
の
人
間
が
依

っ
て
以
て
.生

活
す
ろ
所
の
触
會
制
度
に
、
岸
産
の
二
種
類

に
依
っ
て
、
即
も
、

…
方

策
十
四
巻

(第
四
號
…

五
五
)

七
四
七

■



難

錬

安
倍
法
率
士
諜
「
唯
物
臭
親

ミ
餓
剰
価
値
」

に
於
て
ば
労
働

の
磯
展
階
段

に
よ

っ
て
、
他
方
匡
於
て
に
家
族

の
職
歴

階
段
に
よ

っ
て
、
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
。
勢
働
の
獲
展
が
後
れ
て
み

ろ
に
つ
れ
て
、
其
の
生
産
額
に
益

々
制
限
さ
れ
て
居
り
、
從

っ
て
π
ハ泄

會

の
富

の
猿
隈
が
後
れ
て
み
ろ
ε
云
ふ
・
、
ぞ」
の
た
め

に
、
肚
會
秩
序
は

益

々
優
勢

F
血
族
關
係

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

ろ
や
う
に
見
え
て
來
る
」

此

の
根

本

的

に

殊

な

っ

た

二

つ
の

繹

友

の

中

何

れ

が

正

賞

で

あ

る

か

は

、

賢

明

な

讃

者

に

一
任

し

て

置

い

て

私

は

次

の

問

題

に

移

っ

て

行

か

う

。

私

は

澤

書

の

七

八

頁

か

ら

七

九

頁

に

か

け

て

、

次

の

友

旬

を

見

出

す

こ

ビ

.
が

出

摩

る

。

「
二
】一一の

原
始
的

民
族

に
於
け
ろ
家
族

の
形
式
に
-
近
代

の
カ
バ明
国

民
の
そ
れ

ご
殆
ご
暴

圧
ら
な
い
、
而
し
て
寒
族
に
於
げ
ろ
」妻
の̀
地
位

に

關
し
て
は
、
吾

々
は

魯
そ
ら
く
総
風
の
吾

々
の
文
明

ミ
共

に
モ
ル
ガ

ン

に
£
つ
て
立
派
に
記
並
ゼ
ら
れ
た
る
印
度
人

ξ
比
較
し
て
、
其
残
津

に

在

ろ
の
で
あ
る
D
L

鐸

衣

の

前

牢

は

正

當

で

あ

る

が

、

そ

の

後

年

は

之

を

理

解

す

る

に

は

少

し

く

困

難

で

あ

る

。

思

ふ

に

鐸

者

は

原

文

(
五

二

頁

)
の

後

年

を

誤

解

さ

れ

た

ら

し

い
。

成

る

程

原

丈

の

家

集

・・
冨
註

は

、
化

學

上

の

用

語

`

し

て

「
残

浮

」

ご

云

ふ

意

味

を

持

っ

て

み

る

。

が

、

そ

れ

を

そ

の

儘

ご

Σ

へ
持

っ

て

凍

て

は

、

前

後

の

關

係

⊥

意

味

を

な

第

十
四
巻

(第
四
號

一
五
六
)

七
四
八

さ

な

い
。

即

ち

原

文

は

、

私

の

考

へ

る
所

に

よ

る

ざ

、

「
二
三
の
原
始
民
族

に
於
け
ろ
家
族

の
形
態
は
、
近
時

の
文
明
国
民

の
そ
れ
ピ
殆
.巳
異
ら
な

い
、
さ
う
し
て
家
族

に
於
げ
ろ
妻

の
地
位
に
關

し
て
は
、
吾

4
ば
有
ら
ゆ
う
吾

々
の
文
明
葎
以
て
し

て
蝦
、」

モ
ル
ガ

ン

に
よ

っ
て
極
め
て
巧

み
に
記
述
さ
れ
た
印
度
人

に
比
較
し
て
到
底
及
ぼ

な

い
で
あ

ら
う
」

ε

謹
　
さ

る

可

き

で

あ

る

D

*

*

*

最
後

に
、
原
書

七

二
頁

か
ら
七

三
頁

に
か
け
て
出

て

來

る
所

の
.

シ
ユ
ラ
イ

エ
ル

マ
ッ

ヘ
ル
の
有

名
な
宗
激

の
本

質

に
關
す

る
定
義
は
如
何

に
課

さ
れ
て
み

る
か
。

即

ち

聰h
田

O
o凄
}二
色
自

切o
了
Ho
o卸
罫
冒碍
oコ
〉
σ
7
野
μαq
…σq
11

犀
聲

二

`
去

ふ
吉
葉

は
、

如

何

に
諜

さ
れ
て

る
る
の
で

あ
ら

う
か
。
そ
れ

は
當
然

に
「
絶
対
的

依
葱

の
感
情

」
ご

鐸

さ
る

べ
き

に
、
鐸
者

は
無
雑

作
に

　
↓
○
頁

に
於

て

「簡

薙
准
隷

属
性

の
戚
情
」

ε
課
さ
れ

て
み
る
.

こ
れ

で
は

、

ン
ユ
ラ
イ

エ
ル

マ
ソ

ヘ
ル
が
宗
漱

の
水
盤
….を
認

識

(
ヘ
ー
ゲ

ル
)叉

は
意

志
(
カ
ソ

レ
、
.7
イ
ヒ
グ
)
こ
す

る
説

に
反
謝

し
て
立
て
だ
所

の
、
彼

恥
の
云

ふ
宗
敏

の

本
能

の
如
何

な

る
も

の
で
あ

る
か
を
髪
髭

だ
ら

し
め
る

事
は
出

家
な

い
。



私
緊

ζ

チ
イ
・
ク
㌧

哲
肇

の
諜
語
を
呈

安
倍
氏
を
責
め
る
の
で
は
な

い
。
哲
學
上
の
知
識

に
付

難
轍

雛

縦
鰐

警
、聡
毯

雛
灘
鱗
綴

　

　　　擬

　嫌
雛

松

浦
灰

の
「
全
鐸
資
本

論
」
ε
共

に
、
我
國

の

マ
ル
ク

ス

文
献

に
於

け

る
白

眉

ご
云

ふ

べ
き
で
あ
ら
う

。

(
一九
二
て

三
、
こ
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